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　村内各小中学校と保育園で交通安全教室が開かれ、
村交通指導隊（桒原朋

ともゆき

将隊長）と村駐在所員の指導によ
り、子どもたちが交通ルールを学びました。
　南小学校では５月15日に行われ、主に３年生が自
転車の乗り方を学ぶとともに、実技テストに挑んでい
ました。第二保育園では、園内で歩行訓練が行われま
した。年長児は、交差点を横断する前にまず止まり、
左右の確認をしてから手を上げる動きを実際に公道に
出て確認しました。

村内小中学校・保育園で交通安全教室
ルールを学び、命を守る

自転車の乗り方を学ぶ（左、南小）、安全を指さし確認（右、第二）

　村は、５月24日、小型ポンプ付積載車の納車式を
役場駐車場で行い、村消防団（横坂晃

あきら

団長）に鍵の伝
達を行いました。鍵の伝達を受けた村消防団は、川額
地区を管轄する第３分団（関上大

だいすけ

介分団長）に引き渡し
ました。
　納車式にあたり堤前村長は「これからも村の安心・
安全のため、務めを果たしてもらいたい」とあいさつ。
横坂団長は「地域を守る防災設備を定期的に更新して
いただき感謝します」と謝辞を述べました。

5月24日　小型ポンプ付積載車納車式
地域を守る設備を新たに

横坂団長より小型ポンプ付積載車の を受け取る

みんなの前で漫才を披露 披露された漫才に拍手喝采 講師を務めたアンカンミンカン

　昭和中学校（根岸敦
あ つ こ

子校長）では、村と吉本興業ホー
ルディングス（株）との包括連携協定により始まった教
育漫才ワークショップが行われました。
　新たな学校生活が始まった１年生69人が参加し、
アンカンミンカンが講師を務めました。２日間に渡っ
て開催され、初日は、漫才について学び、今回の体験
がどのようなものに生きてくるのかを考え、発表しま
した。漫才の披露をする２日目、生徒たちは事前に準
備したネタを披露。ボケやツッコミが入ると、会場に
は笑い声が広がりました。

4月23日・５月10日　教育漫才ワークショップ
緊張の先にあるみんなの笑顔

笑顔で終えた漫才ワークショップ
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ニュース・トピックスでは、村の出来事や
話題など昭和村の「今」をお知らせします。

　子育保育園は、雲昌寺（中村真
しんいち

一住職）でお釈迦様の
誕生日を祝う花まつりを行いました。雲昌寺を訪れた
園児たちは、一人一人お釈迦様の像を拝み、甘茶をか
け、誕生日を祝いました。

お釈迦様の像に甘茶をかける園児

５月８日　雲昌寺で花まつり
お釈迦様の誕生日を祝う

　中野区の十二様で御神木満願大正の杉と河岸段丘
ハーフマラソンコース記念樹の記念碑が建立されまし
た。中野祭同志会の𠮷澤時

ときひこ

彦さんは「皆さまのご協力
に感謝します」と建立を祝いました。

御神木満願大正の杉の前で建立を祝う関係者たち

５月５日　中野地区で記念碑建立
後世に続く記念碑の完成

　群馬県総合表彰消防防災の分野で前昭和村消防団長
の小野誠

まこと

さん（南内出）が表彰されました。多年にわた
る消防防災活動を通じ、公共福祉のため献身的にご尽
力された功績が称えられました。

群馬県総合表彰を受ける小野誠さん

５月15日　群馬県総合表彰
多年の地域防災活動が称えられる

　５月11日、赤城山船ヶ鼻登山道の安全を祈り、安
全祈願祭が長者の原・結婚の森で行われました。
　この登山道は「楢水」「牛石」の２つのコースが整備さ
れており、登山愛好家に親しまれています。

安全祈願後に関係者により行われた登り初め

５月11日　赤城山船ヶ鼻登山道安全祈願祭
登山道の安全を祈る

　沼田税務署（中條博美税務署長）から令和５年分の確
定申告業務において電子化の推進が図られたことによ
り、住民サービスの向上に貢献したとして感謝状が贈
呈されました。

中條沼田税務署長から感謝状を受け取る

５月27日　沼田税務署より感謝状
進む電子化に感謝状

　５月24日、東小学校（加藤正
しょういち

一校長）で、農業の体
験授業が行われました。３年生の授業では、地元農家
の方々の指導を受け、一つ一つ丁寧にコンニャク芋の
植え付けを行いました。

コンニャク芋の植え付けを行う児童たち

５月24日　農業体験授業
土と触れ合い学ぶ


